
酸化防止剤 (食品添加物・化粧品原料基準・医薬品添加物)

没食子駿プロピル

没食子酸プロピルは食品、化粧品、及び医薬品の油脂酸化防止剤として国内、海外
各国で幅広く使用実績を持つ商品です。
また電子材料分野ではフォトレジストの洗浄紅成物、腐食防止等に用いられております。

特徴
1 植物タンエン (ポ リフェノール)を原料としているので、安全性に優れて

います。
2.抗酸化力が他の酸化防止剤より強い。
3 標準使用量が他の酸化防止剤より少なく、経済的です。

没食子酸プロピルの構造
C00CH2CH2CH3

OH

抗酸化力の比較データー (AOM試験)

AllH安 定度 (時間)

抗酸化剤 添加量 (%) パーム油 ラー ド油

対照 無添加 68 10

酬 0 02 76 一ｂム０

卜trフ ェロール(80%) 0 02 70 35

没食子酸プロピル 0 002 120 30

〃 0 005 135 55

〃 0 01 160 100

〃 0 02 185 140

使用方法

対象とする油脂の一部をとり、これに没食子酸プロピルの添加量全量を加え、
加温溶解した後、この混合物を油脂全量に混合する。

標準添加量は油脂に対して 001～o oo5%を めどにご使用ください。

使用上の注意

没食子酸プロピルは鉄イオンと反応して青色に着色する性質を持っています。
ビタミン C、 クエン酸等を添加することにより着色を防ぐことが出来ますが、
鉄イオンとの接触を避けてください。



没食子酸プロピルの溶解性

溶媒 溶解度 (g/100g溶媒 ) 温度

水 0 35 25℃

エタノール 103 25℃

グリセリン 40 20℃

プロどレングジヨール 30 20℃

パーム油 12 30R3

ラー ド 1 1 45RC

使用基準

食品添加物 : 油脂及びバターにのみ使用が許可されており、その限度は
製品 lkgに対して01g以下です。

食品への表示例

酸化防止剤 (没食子酸)

包装
10【g カートンケース

規格
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食品添加物 医薬品添加物 化粧品原料基準

姫 類白色結晶性粉末 類自色結晶性粉末 類白色結晶性粉末

融点 146-150℃ 146～ 150℃ 146-150℃

塩化物 0 0280/.以 下 0028%以下 0 0289る ,ス

~ド

統酸塩 0048%以下 0048%以下 0038%以下

重金属 20 μ g/g以下 20 μ g/g以下 40ppln以下

ヒ素 4μ g/g以下 4μ 3/8以下

乾燥減畳 15%以下 15%以下 15%以下

強熱残分 010°/c以下 010%以下 010%以下

含量 98 0-102 00/9 980～1040%
類縁物質 適合


